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Summary

B 。th　 Se。P。lia　jup・癬 MAXIM ．・・tive ・f ∫・p・・ and 　 S・・p・lia　par・ijl… NAKAI ・ ・ti・ e ・f　K ・ rea 　 p ・ °duce

t，。P。 n ，　alk 、1。id・ 。 nd 　th・i・ rhi ・・ mes … imp 。・t・ nt ・・ud ・ d・ ・g・ in　 resp ・ctive … nt ・ies・ Th ・y　resembl ・

m 。，ph 。1。9j・ ally … h ・th ・ ・，… ept 　f・・ af ・ w 　di仔・ ・ en ・e ・ ・ u ・h ・ ・ i・ ・… ll・ 1・ ngth ・ nd
　
1・af ・hape・ T °

know 　more 　about 　the 　 relationship 　between 　these 　species ，　 comparative 　 stud 廴es 　 were 　 made 　 on 　their　ch1
・
omo −

some 　nllmbers 　and 　 alkaLoid 　 compositions ．

Cyt 。1。gi ，al 、b・e ・vati 。… ev ・a1 ・d　f・・ th ・ 且rst 　tim ・ am ・ ・k・d　di任・・ence 　i・ ・h ・・m ・ s・ m ・ n ・ mbe 「l　i・e・・2 冗

＿88f 。r　S．ゴ。P・・ i・ a　 and 　2n − 46　f・ ・ 8，　P・瞬 」・ ra ・Alth・ugh 　 th … igi・ ・f　 S・ゴ・P・・磁 is
　
unkn ° wn ・1t

　
ls

。。t 。 t，。。
　t，t，apl 。id ・f　S、衄 酬 … a ・ f・・ a ・ th ・ ・h ・ ・ m … m ・ nulnber 　is　 c ・ n ・er ・・d・ As　f・・ the 　am °unt

。f　t。t。1 。lk。1。id、 エ。 ，hi。。 m ，、，　S．　P … ifl・… h・w ・ d ・ig・ i且・antly 　 higher 　 v ・1・ e・ （0・265− 0・419％）than 　S・

ゴ砂 。漁 （・．・53− ・，2・2％ ・ nd ・y　w ・igh・ b・ ・i・）・ H ・we ・・・・・ ・ … 1i… i・・ di任・・en ・e　i・ alk ・1・ids
　
c °uld

　
be

d。tect。d　by　thin −1。yer　ch ・。m ・t・9 ・aphy 　 and 　b ・th ・peci・・ c ・nt ・i・・d　7 ・・ m ・ re ・lk・1・id・ includiDg　hy ° scya ’

mine 　and 　sc 。P。1。 ml 。 e 。s　m ・エ… mp ・n ・ nt ・ and ・ ・ m ・11　quantity　 of 　t・・pi… One　Df ・th ・・ mi … alkal °ids

was 　identified　as 　apoatropine ，　wh 正ch 　was 　isolated　from
‘
℃hinese　Scopolia　roots

”
by

　
celite −column

　
chrDma −

t。9 ，aphy ．　 Alth・ ugh 　th ・ ・ riginal 　plant ・f　thi・ Chi… eS ・Gp 。li・ i・ n・t ・1・ a ・・i亡 ・es ・mbles 　S・pa「 vffl °「a 　 in

the 　 a 工kaloid　compQsition ．

　It　is 。h ，m 。t、。 。。。mi 、a エly　i・tere・ti・g　 th ・t　th ・ J・p・・ ese 　 and 　 th・ K ・ rean ・peci・・ h ・ v ・ ・imil・・ alk ・1・id

co エロ ponents 　in　spite 　of 　the　rnarked 　difference　in　chrornosome 　nurnber ，

　日本 産 ロ
ー

ト コ ン と韓 国 産 ロ ート ゴ ソ の 形態的 な ら び に 品質的相違 に っ い て は 前報
1｝で 報告 した が，今 回 は こ れ ら

生薬の 原植物 で あ る Scopolia　J
’
aponiea 　MAxlM ・（ハ シ リ ドコ ロ ）お よび S・parvifiora　NAKAI （チ ョ ウセ ン ハシ リ

ドコ P ） の 染色体数な らび に 根茎の ア ル カ ロ イ ド組 成 の 比 較 か ら得 た 知 見 を 報告 し．両種の 植物学的ならび に 成分的

異同を 中心 に 考察 を 加えた，

　 1．　 染 色 体 数

　両種 の 染 色体数 は 著者らの 知 る限 り未報告で あ る の で ，今 回 の 観 察 結 果 を TABLE 　I に 示 す，　 S．　juPonicaは 供試

　1）　前報 （1 ）： 木島正 夫，上 硲 和輔，野 淵　紘，嶋 田 玄 弥，久 田 陽 一 生 薬，23，1 （1969）．

　 ＊t　　Location ：　YOShida−ShimOadachi−chO ，　SafePtO−ku，　KyOto ，∫aPan ．
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　Species

s．」

’
aPonica

　 　 ’ノ

　 　 厂1S

．Parviflo1’a

TABLE 　I．　ChromDsome　Numbers 　 of　Scopolia　P】ants

　　　　　　　 Habitat　　　　 No ．　 of　 P工ants

KagawaShigaToyamaKorea

＊

＊ Urnsoung −Gun ，　 Chung −cheung 　Buck −Do ．

懸

4245

Chromoson ユe 　　
’
fio．

n 　　 　　 　　 　　 2n

44　 　　 　 　　 　　 88

44　　　　　　　　 88

44　　　　　　　　 88

23　　　　　　　　 46

F ｛9 ・1・ Th ・ Ch ・Qm 。・。mes 。 f ∫鰤 呵 卿 厩 ・ ．　 Lげ‘ ・ Mit・ti・ m ・t・phase　i・ th … 。t−tip　cel1 （2 。

　　　　
− 88）・ Right ・ Mit ・ti・ m ・t・phas・ i・ th・ mi ・・。・p・・e ＠ − 44）．

ee　“o　
es ◎

dO ∂e
懸　　’

“
e も

準
3

瀞

∴
篭

“

ei 茜 6邑c8 …∂‘8

8盡88G 言鎚 68 貸

亀霞　覧88 艦 8 ∂ 83 龕 疂

88 　鴇轟　8 ＆　躍 δ　讐 3
Fig・2・ Th ・ Ch ・・ m … m ・s ・f　3吻 曲 妙 覡 ・… 五げt ・Mi ・・ ti・ m ・t・ph ・ se　i・ th ・ ，。。t−tip 、 en

　　　　（2・ − 46）・ R 卿 ・ K ・ ・y ・ t｝・P ・ ・fthe 　s・ m ・tic　ch ・。 m 。・・ln ・・ （2 ・ − 46）．

植 物 の 産 地 に よ ら ず，すべ て 根端細胞分裂中期 に お い て 2n ＝88 の 染色体数 を示 L た．ま た 減 数 分裂 も正 常で ，花粉
の 第 1 有糸分 裂中期 で は 期待通 り n ＝44 を観察 した 〔Fig・1）．一・

方，　 S・PaFviftoraの 染色体数は 予 期 に 反 して 前者
と 異な り，根端細 胞 の 染色体数 は 2n ＝46 で あ る こ とが 判明 した （Fig．2）．　 Fig，2 に は そ の 核型をも示すが，　一

般
に 染色 体 が S・ゴゆ o窺 cα 1司様小 さ い た め 各染色体 の 形態的特 長 を詳述 で きな い が，submedian また は median の 位

置に 動 原体を もつ もの が 多 く，SAT −chromosome は 少なくと も 1 対認 め られ る．

　2．　 ア ル カ ロ イ ド組成

　日本産 な らび に 韓 国 産 P 一
ト コ ン 市場 品 の ア ル カ ロ で ド含量 に つ い て は前報 で 述べ た が，今回 は 野生品 お よび 同

…

環境下 で育成 した 栽培 晶 の 恨茎 を含 め て 定量 した．TA 肌 E　II に 示す よ うに ，3．ブ＠ 0π ∫0α の 場 合，野生 品，栽生 品，
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TABLE 　 IL　 AIkaloid 　 Contents　 Qf 　Various 　 Seopolia　Rhizomes

　 Species

S．juPonica

s．Parviflera

8，sp ，

Habi’tat

Kagawa

　 厂ノ

KyotoShiga

　 ．tt

Kind
　 I

ノ

　 尸ノ

ToyamaTokyo

　 GifuKorea

’尸

’’

り

）an
．
ユhC（

μ

　

1
　

　

　

　

　

1112

　

　

　

　

　

1

　

一
　

　

　

　

　

一
　一
　

一
　

一
　

　

　

　

　

一

ABAAABBBBCAABCCC

1

　 工

1966−71966
−71969
−61966
−51968
−61966
−51966
−51967
−5

ユ965−6196819661967

−61967
−4196719671968

1

1
⊥一一一．

1969−7

1969 −51969
−71969
−7

］969−7

1969 −7

Alkaloid ％s
’

　 　 0、212

　 　 0，205

　 　 0．188

　 　 0．174

　 　 0．182

　 　 0．153

　 　 0．174

　 　 0．186

　 　 0．206

　 　 0，185

　 　 0，419

　 　 0．271

　 　 0．265

　 　 0．329
　 　 0．312

　 　 0．203

1 ： Time 　 of 　 col ！ection 　or　 import ；II　Time 　 of 　harvest

＊ Determined 　by　 the　 modified 　Vitali−Morin　method （Freeman 　1955）and 　ca ！cuiated 　as 　atropine

　on 　dry　weight 　 basis 、

A ： Collected　in　the　native 　place ； B−1 ； Cultivated　under 　the　tree　shade 　at　Kyoto ； B−2 ：Cul−

　tivated 　under 　the 　tree　 shade 　at 　Tokyo ；　C ：Crude 　drug 　 on 　the　market ．

Fig．3 ．

0

TLC 　of 　ScoPolia　Extracts

　 　 　Rf 　〔Center 　af　the 　spot ｝

　 　 　 　 　 　 0．5 1．e

s．ノapollic （1

5 ．1）u ・i・vtYte ・
ra

Chinese　 S 〔 opotia

…　 　 　 ■

…　 　 　 ●

。　 ・・　 ● ●

●

●

・　　 o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ABCDE 　 　 FG

A 、 T ．。pi。。，　 D ・ 11y・s ・y ・ mi ・・，　 F ・ Ap ・at ・・pi・・，　 G ・ S ・。P・1・ mi … B・・C・・E ・ U ・ id・ntifi ・d・MeOH

， xt ，a ， t、．　Sm 、。 9 。1　G （M ・・ck ）．　 S・1・ ・ nt ・ ・ CHCI
、
−1−EtOH ＋ 28％ NH ρ H （85 ・ 14 ・ 1）・D ・・tecti° n ；

Dragendorff
’
s　reagent （J．　P ・VII）・

暢 批 もに 総 ア ル カ 吋 哈 竈1よ ・．2％ 前後 の 低 い 値 を 示 し た ・1・1　 ’rk地 磯 合識 培 ・撤 野 生 IEi・よ i
’
）　a・ ず か に 低

、値 を 示 した 硼 ら 献 差 は 言忍覇 禎 い ． 方 13 ・妙 副 … は 麟 ぐ・ よ りか 妙 の 隷 勘 て も・い ず 禍 s・

卸 。 ni ，a よ り高 い 含量 値 を 験 敦・諏 綱 裁 比蜘 た め 紳 国 よ 「職 入 隷 た r’ 一
・ ・ ン 楊 品 源 簡 不 明） の

ア ル カ ロ イ ド含量 も示 した が，日本 の もの よ り高 い 値 も 得 られ て い る．

　ア ル カ ロ イ ド成分に 関 す る種闡 の 比較 ぽ 薄層 ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ー

（TLC ） に よ っ て 行 な っ た．そ の 結 果 　S
．

」up。。甑 8，妙 躍 … 略 地 里徃 品，鰡 宀凸諦 場品諏 ら び に 中 1郵 媚 の 相 互 間に ア ・レ カ vd ド頒 白嗟 異 は

認 め E，2Lず．・・ず描 握 の hy ・…
，
・ min ・、… P・la］ni … 爆 ・の … pi ・・ 姶 砂 な く昌 7 纐 哄 猷 分 が 検

出 され た （Fig ，3）・

薄層 ク 。 マ げ ラ ム 剛 … て hy ・ scy ・ mi ・・ と sc ・P・】・ mi ・・ の 弓・1隙 ・現 わ ・M．　6 小 ス ポ ・ ト 1・ま 日本・騨 1冲 国晶

：に 共通 の 未知 ア ル カ ロ イ ドで あ るた め ，こ れ を 材料 の 入 手 容易 な 中国 品 か ら拙出 1．・，Chart ．1i’こ 示 す よ うに セ ラ イ ト
ー

カ ラ ム ク 。 マ トグ ラ フ ，
一

に よ っ て 分離 そ の pi・ rat ・ を 得 た ．こ れ は ・1・板状結晶で 励 ，藤 分析・IR ス ベ 外

ル と NMR ス ペ 外 ル に よ る 分IOIお よ び 合囎 i  の 混融試験 の 結 果 か ら ・p・・t・・pi・ ・ で あ る こ と を 階 9し た ・

考 察 お よ び 結 論

s．Par，ifl。。。 （チ ， ウ セ ン ・ ・シ リ ド ・ ・ ）劇 鮮・［ヒ部 （轍 評 1原 鴨 踊 ） の 深 山 鮒 ドに 分布す移 年草

（85 ）
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で 鯛 で は
一
驚 」 と し て 薬用 に され る

2 ’・こ の 働 は 花冠が s．iaPonicaよ 噸 小 で あ る た め 最 初 D 。 nn ・・
に よ

っ て ScoPolia扣ρo 瑠 oσ MAx ・var ，　Parviflora　DUNN と して分 類 され た が，後 に 中 井
4＞ が Royal　Botanic　Gardens ，

Kew に 保存 され て L・る 2 葉鰾 本 を観察 して 5・卿 嗣 ・r ・ （DUNN ）NAKAI と 改 名，新欟 こ昇格され た もの で あ

る 、中井の 記載か ら S．Parviflora が S．　juPonicaと 異 な る と思わ れ る主 な形態的特徴を推察す る と，（1 ）葉 は 倒

卵状楕 H 形 （S．1
’
aPonica は 卵状〜狭 長 楕円形），お よび （2 ）花冠 は 長 さ ／・2〜1・3cm ＊ 2

で 濃菫色 （S．　j
’
aPonica は約

2cm 長 く，暗紅紫色〜帯紫黄色）とい う 2 点で あ ろ う，著者 ら が観察 し た 忠 清北道お よ び 京 畿道に 自生す る植物もこ

紡 の 特徴 を徹 ・花冠 は 麹 記述 の よ うに 帯黒艶 で k・
・一．・た ．しか 馳 α 点で は 両種を 鴎 け る こ とは 困蜘 根

茎 の 外部 形 態 も非 常 に 相似 して い る・しか し 内 部形態的 に は 健 中の 道管の 走行 に い ち じる い ・相違 が 認 め られ る
・・．

さら に今回，種間 の 遺伝的関 係 を知 る 上に 重要 な 染色体数 に お い て 両 種 の 間 に 大きな 椙違が 存在す る とい う新知見が

得られた・絶 蠍 か 硯 る と S・」

’
・P・ni ・a （・ ・

− 8・） と S・Parvifl… 　 （2 ・ 一・6）嚇 ・頗 の 倍数関係賊 立 し

な い ・し か し両 種 が S ・・p・li・　K の 中 で 形鯒 勺畷 纐 似 L ，　 1也理 1ヨ勺に も近い こ と か ら識 卿 剛 。 。 。 の 騰 化 に よ
・ て 生 じた 41離 （2 ” ＝92） が進 化 の 過程で 灘 頒 駒 4f醗 齢 の 不 輝 櫞 な ど1・ よ っ て 別 の 染 色 体鉄
い ・そ 硫 果 S・如 跏 が 誘 導 され た と い 珂 縦 も否定 で きな い 、両種 が 地幽 勺皖 全に 雕 隷 て い 硯 在，
そ 妨 の 細 関係を ff・N す る ・ とは 飃 で あ るが ，も し 人耡 に 翻 雑種 を f尋て そ の 細 胞 遺 伝 学 的腔 を 徹 うこ と

が で きれ ば 両者の 関係 は
一
層 明 らか と な ろ う．

　
ScoPolia 属 の 中，従来染色体数 の 報 告 され て い るの は s．　lurida （ピ ーt ラ ヤ ，ネ パ ール ，シ ッ キ 」・、 に 分布）の み で

あ り・Vilm。・i・ ＆ Si… ・・5’に 」・れ ば 2 ・ − 24 で あ る とL・う沈 勧 ・
。 て ・ の 働 も S，卿 ，びZ。。。 ま た は S．

勿 ゜niea と 倍姻 係 を 示 さず瀦 局 Se・蜘 風 ・ は蚣 く と も3 鞭 （n ・＝・2，23
，

・・）喋 轍 蒔 在す る 。 と
敵 る・Sc°蜘 嘱 す る ナ ス 亜 科 〔S・laneae）6〕・・ は ・2 を基磁 とす 嘱 が 多い が ，そ 描 ・・中 。 。 簸 （H ，。，

．
c’” minae ） の ”y°∫c・・amus （・ − 14・’7）と S・・p・lia は髏 的鰆 在 とL ・・〉．一る．また，　S．　iaPonic。 が ナ ス 科 k

；
n
’
tz中

最 大 の 染 色体数をもっ こ と は注 目さ叡、る．

根勅 ア 励 ゜ イ ド含量 に つ ・唄 ま・働 の 欄 鹸 討 した 緤 3．Par・ifl・ra は 3．洳 。ni ，a よ 幅 、値 を 示 し，
両 者唹 楙 数 と は 逆 硼 係 に 鮖 ・ とが 明 らか とt・一・・） た．しか し1躔 中の ア ル カ pt ドの 斷 ．肌 て は ，　TLC に

よ ・ て 飾 可徹 限 り濔 躑 1嗟 異｝嫐 III劼 ず洪 齣 齢 姓 成す る よ うに 思排 、藻 色雌 お よ び ア ，レ加

イ 哈 即 歟 る戦 と叛 あ わ せ て 興味深 い ・成分 の ひ とっ と して 相 ・p ・ a … ，ine の 存在薩 明 諏 た が ，。 の

ア ル ヵ 1マ イ ド眠 近 lvan °V ら
7’に よ ・ て S・ ・p・ lia　P… if・’嫉 礎 物 の 濺 か 紛 離練 て ・・る．・ の 勵 醐

す るnvm学的記輙 棚 で あ砿 本研究 に よ 恫 獺 が ・・帥 ・漁 ，　s．蜘 ゲ瞬 s，唄 咽 市場品）p
　 、ts、 び

欧州動 S・翩 痂 ・・ の 鰍 ・ら も黜 さ橸 こ と 紛 ・ た．こ の ・ ル ）1・・ P イ ド・動 跏 に 生 成 さ2zt： の か ，　 、ts
る い は 抽 出 雌 で 生 じた もの か は 不 明 で あ 赫 課 茎 の 夘 ・ ホ ル ム ま畑 宝・ タ ・

一
・ 糎 エ キ ス 帆 少量黜 され

る．

以 上 珊 究 筋 鋤 曲 属 ・働 範 関 係 は瞬 朔 らか と な ・ た カい 1個 禰 原勵 に つ 頃 は な お 不 明 で あ
り課 茎彫 齢 よ 黻 分岫 か ら1ま 5・蜘 伽 ・ 撮 も似 る が，・咽 の 湖北省 四 川 省 に 飾 す る ＆ 蜘 鰯 s

で あ る 可縦 孅 ・ て い る・将来 咽 種の み 筋 ず伽 s ・・蜘 種 を 蛤 め た 細櫨 伝学触 らび に 鞣 学眦
較研究鍵 め る こ と が で きれ ば 藻 用 鰭 上 轅 な 5 ・・娵 属働 全脚 融 的理靴 禾凧 。役 立 つ もの と 思 批

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実 　　験　　 の 　　 部

　1・　　実 験 ネオ＊斗

a ） SC°蜘 如 蜘 MAX ・M ・・ 香川・灘 演 略 県 揖 び 京 都府 岶 曾 る植物 r お よび ・ 妨 を京鰍 学薬
学部実嬲 嫐 こ お 圃 1司一

…ives下 で 欝 間 耒賠 し崩 物 媚 い t・．綿 棘 細 もの 礇 軈 で 採難 部 立瞰 園
で 栽培 された 植物 の 根茎 を 使 っ た．

）

）

）
2

、
／

）

）

234

＊

567

鄭 台 鉉
“
韓 国 植物図鑑 （草 本 部）

”
，1962，p．522．

S，T ．
　Dunn ，　Kew 　Bull．，　N 〔）．2，108 （／912）．

T ・N ・k・ i・　 B ・ム ・1’1・ g ・（7砌 ・），47，235 （1933），
Dunn に よ れ ば 1．5〜1，7cm ，
Rd ・ Vilm ・・1・ ・　 M ・　Sim ・ n ・t，　Z・i・A ・V ．　S・pPI，，　2，1520 （1928 ）．
A ・E ・gler・

“Syll・b・ ・ d・・ P且anzenf ・mili ・n
”
，　 II，1964，　 P，444，

V ・lva・… N ・Mk ・1・v ・A ・Y ・ n ・v ・，　E   衂 ・
，
17，20 （1967）．
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　b）　SeoPolia　Parviflora　NAKAI ； 韓国忠清北 道 に お い て 採集 した 値物お よび こ れを一E記 の 圃場 で 栽 培した もの を

用 い た ．

躰 各地 で 採集 した もの は い ず れ も S．・コ
’
・P・ni ・a 　MAXIM ・の 原記耕

’ あ る い 1最 の 後 の 形態的記載
“’
　
） と 一

致 し 種

を 1。淀 した、産地 に よ る 顕著 な 差 は 認 め ら1／．な か っ た が ，富山 県 産 の 植物劇 腑 県産 の もの 1・c くら べ て 勲 ミや や幅広

い 楕円 形 を 呈 した ，韓国忠清北 道 で採集 した チ ョウ セ ン ハ シ リ ドコ ロ もそ の 原記載
4） あ るい は 他 の 記載

2｝ と よ く
一

致

L ，5，Parviflora　NAKAI で 虚） る と 同定 し た．種子 に っ い て は 原記載 に ない が，著老 ら の 観察 で は 両 種 と も相 似 し，

と もに 腎形，淡褐色 で 表面 に 隆 起 k． る網紋 を備 え て い る ．両 種 を京都 で 栽培す る と 開花期は い ず れ も 4 月一ヒ句
〜下 旬

で あ っ た ．

　 c ） 凵本産 ロ
ー1・コ ン ・ 名古墜市場 品 （II皮阜県 産 ）

　 d ）　韓国産 卩
一

ト コ ン ： 大 阪 市場 晶

　 e ）　中 国 産 ロ ート コ ン ： 大阪市場 品

　2．　染色 体 の 観 察 法

　3 月
．
ド旬，開花前 の 値物か ら新鮮 な根端を採取，8−hydroxy 〔Juinoline飽和 水 溶液中 ISc で 4 時間浸漬，水 洗 後

　　　 Ch、，t　1．　 Th 。
　P ，。、，d。 ， 。　U 、ed 　f。・ th ・ 1・・1・ ti… fAp ・・t・・pin ・ f・・ m

“Chi ・… S ・ ・ P ・li・ R ・・t・
”

Chinese　Scopolla　Rhizomes　〔8kg：1

CI−vstals
〔K

Exti・acted 　xvith 　eold 　MeOH ，
Concentrated　ηn 　v・acuo

Extracし　C1021g ｝

Aq ．Layer

（pH 　4），

loreethylene

TCE 　 Layer

Made 　 alkaline

with 　NH 、 OH （plig ），
Extracted　 withCHC

Aq 、1．a：
’
er CHCI ，　 Layer

Concentrated　in　vacuo

　　　　 Crude　Crystals　（54g ＞

　　　　　　　　 l
Ceiite　（NQ ，545〕Column　Chromatography

　　　　 〔treated 　 with 　IN−HCD

Eluted　 with

　 CIIC1 、
　　　「
Apoatropine

8．13mg
（O．0001％）

Picrate　I5mg
m ．p ，165

°
〔dec．

　CHC ］u

　　EUnknown

NCHs

）

　　 CH2

QC ・さ｛ 〉

CIICIs

　 fAtropine

9．4019
（0．1175％）

NH ，OH −CHCI
，

　　　「
Scopolamine

　 MeOH

　　「
　 OtherAlkaloids

8） C．J．　M ・ xim ・ wicz ，　B・ll、　A ・ad 、　lmp ．　S・i・（St・−Petersb・ u ・g）・　 18・57 （1873）・

9）　牧 野 富太郎，
“

新 日本植 物 図 鑑
”
，1961，P・543 ；北 村 四 郎，村 田　源，堀　　勝・

“
原色 日 本 植 物 図 鑑

”

・II

　　1957，P．1551 大井 次 三 郎，
“

口 本植 物 志
”
，1961，　 P ・1024・
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Carnoy 液中で 24 時聞固定，70％ EtOH に 移 して 冷所に 保存 した ．顕微標本 の 作成 に は Feulgen　squash 法
le） を

応用 した．

　花粉第 1 分 裂 の 観察 に は 適当な 時期 の 葯 を Carnoy 液で 固定，酢酸 カ
ーミ ン で 染色 Smear 法 で 顕微標本を 作成

した ，

　 3．　 アル カ ロ イ ドの 検出

　乾燥根 茎 の 粉末 2・59 を EtOH 　7・5m 上 ：28 ％ NH40H 　O・75ml の 混 液 に
一

夜冷浸，　 CHCI3 で 6時間 Soxhlet抽
出，CHCI3 を 減［E下 4S °

で蒸発 乾 固，残渣に CHC1310ml と EtOH 　5％，　 AcOH 　6％ を含 む 水溶液 20ml を 加 え て

振 と う，一
夜放置後水層の

一
定量を と り Vitali−Morin改良 法

11〕に よ っ て 発 色，吸光 度 を 島 津 Spectronic20で 測

定 ，総 ア ル カ ロ イ ド量 を 試料乾燥重量 当 りの ア ト ロ ピ ソ ％ と して 算出 した．

　成分 の 検出に は 上 記 水層残部 を NH40H ア ル カ リ｛生 （pH ＝9） と し，　 CHCIs で 抽出，　 CHCIs 層 を 減 圧 濃 縮 して

TLC の 試料 と 1．・た．　 TLC に は Sili・a　g・1　G （M ・・ck ） を用 い ，　 CH α
、

・EtOH ・・　28％　NH
、
OII＝85 ・ 14 ・ 1 の 混液 で

展開 した ，薄層板上 の ア ル カ ロ イ ドの 検 出 に は Dragendorff 試薬 （J、　P．　VII） を噴霧 した．

　APoatroPine の 分離 は Chart　l ｝こ 示 す方法
121

で 行 な っ た．単離 さ れ．た 結晶 の 性状 は 下 記 の 通 りで あ る．

　Ap 〔〕atropine 　plcrate ：EtOII か ら 再 結晶，黄 色 小 板 状結晶．　 mp 　168，5〜170− （decomp ．，　 corr ．）．　 Anal ．　Calcd．

C17HmNO
・
・C6HsN307 ・C ・55 ・20 ；II・4・83 ・N ，11・20．　 F ・・ nd ・ C，・54・・96 ；II，4．66 ・N ，10．・94．　 IR 濫 聖

’
cm

・
・3350，

1705，1615，1560、1335，1310，1270．1200，1160 ，1075 ，1025，970，955， 940，910，815，780，740．NMR13 ）

（pyridine−ds，　 D20 処 理）τ ： 1、22 〔2H ，　 singlet ，　 aromatic 　 H　 of 　picric　acid ），2．50 （5H ，　 singlet ，　 aromatic 　H ），
13．58、3．　97 （211，singlet ，・．CH2 ），

4，68 （1H，　multiplet ，　C】，5
−H ），6，97 （3H ，　 singlet ，　 N −CH3），7．　20“．8．10 〔8H ，

multiplet ，　C2，司，6，7
−H）．

　謝辞　研究の 植物材料に っ い て 御協力 い た だ い た富 山大学和 漢 薬研究施設資源開発部門，名城大 学生薬学教室，韓

国忠北 大 学池亨浚助教授，三 国商店，都 、

’
r．薬用 植物園，な らび に apoatropine の 標 品 を 御恵贈い た だ い た 東京大学薬

学部 山 田 俊
一
教 綬 に 深謝 し ます ．

10）　C，D ．　Darlington，　 L．　F ．　La 　Cour ，‘‘The 　handling 　of 　 chromosemes
”
，1950，　 p ．128．

11）　F．M ．　Freeman ，　Anaty5t，80，520 （1955）．
12）　E．Leete，　 J．　 Am ．　 Chem ．　 Soe．，82，612　（1960）．
ユ3）　Varian　 associates 　 recording 　spectrometer 　A −・60，内部標準 と し て TMS 使 用，
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